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 事

務
連

絡
 

平
成
２
２

年
４
月

３
０
日

 

  各
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
等
介
護
保
険
主
管
課
（
室
）
御
中
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
厚
生
労
働
省
老
健
局
老
人
保
健
課
 

  

末
期
が
ん
等
の
方
へ
の
要
介
護
認
定
等
に
お
け
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
 

  

介
護
保
険
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

末
期
が
ん
等
の
方
は
、
心

身
の
状
況
に
応
じ
て
、
迅

速
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

つ
い
て
は
、
末
期
が
ん
等
の
方
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
急
を
要
す
る
場
合
は
、
下

記
の
事
項
に
留
意
し
、
適
切
な
要
介
護
認
定
の
実
施
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 

記
 

 １
．
暫
定
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
い
て
 

保
険
者
の
判
断
で
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
、
要
介
護
認
定
の
申
請
を
受
け
た
後
、
認
定

結
果
が
出
る
前
の
段
階
で
あ
っ
て
も
、
暫
定
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
保
険
者
で
は
、
末
期
が
ん
等
の
方
な
ど
、
迅
速

な
対
応
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
方
か
ら
の
申
請
を
受
け
た
場
合
、
同
日
の
う
ち
に
、
認
定
調
査
員

が
認
定
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
暫
定
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
末
期
が
ん
等
の
方
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
急
を
要
 

す
る
場
合
に
は
、
迅
速
な
暫
定
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
徹
底
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

  ２
．
要
介
護
認
定
の
実
施
に
つ
い
て
 

 
 
一
部
の
保
険
者
で
は
、
末
期
が
ん
等
の
方
な
ど

、
迅
速
な
対
応
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
方
か
ら

の
申
請
を
受
け
た
場
合
、
同
日
の
う
ち
に
認
定
調
査
を
実
施
し
、
直
近
の
介
護

認
定
審
査
会
で
二

次
判
定
を
行
い
、
要
介
護
認
定
を
迅
速
に
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
 

 
 
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
末
期
が
ん
等
の
方

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
急
を
要

す
る
場
合
に
は
、
暫
定
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
加
え
、
迅
速
な
要
介
護
認
定
を

実
施
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

３
．

入
院

中
か

ら
の

介
護

サ
ー

ビ
ス

と
医

療
機

関
等

と
の

連
携

に
つ

い
て

 

入
院

し
て

い
る

末
期

が
ん

等
の

方
が

、
退

院
後

に
在

宅
等

に
生

活
の

拠
点

を
移

す
場

合
に

お
い

て
、
入

院
中

の
段

階
か

ら
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

等
と

医
療

機
関

が
連

携
し

、
退

院
後

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

調
整

す
る

こ
と

等
が

診
療

報
酬

上
及

び
介

護
報

酬
上

評
価

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

入
院

し
て

い
る

末
期

が
ん

等
の

方
で

、
退

院
後

も
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

見
通

し
の

方
に

対
し

て
は

、
こ

れ
ら

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、
切

れ
目

の
な

い
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
実

施
い

た
だ

く
よ

う
お

願
い

し
ま

す
。

 

 

（
参
考
）
 

 
①
介
護
報
酬
上
の
評
価
 

○
平
成

2
1
年
度
よ
り
新
規
に
導
入
 

・
医
療
連
携
加
算
：
15
0
単
位
／
月
（
利
用
者
１
人
に
つ
き
１
回
を
限
度
）
 

・
退
院
・
退
所
加
算
：
4
0
0
単
位
／
月
（
入
院
期
間
が

30
日
を
超
え
な
い
場
合
）
 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 6
0
0
単
位
／
月
（
入
院
期
間
が

30
日
を
超
え
る
場
合
）
 

  
 
 
②
診
療
報
酬
上
の
評
価
 

○
平
成

2
2
年
度
よ
り
新
規
に
導
入
 

・
介
護
支
援
連
携
指
導
料
 
30
0
点
（
入
院
中
２
回
）
 

 
 
 
 
○
平
成

2
2
年
度
以
前
よ
り
導
入
 

・
退
院
時
共
同
指
導
料
 
 
30
0
点
（
入
院
中
１
回
）
 

・
急
性
期
病
棟
等
退
院
調
整
加
算
 
1
4
0
点
（
退
院
時
１
回
）
（
平
成

2
2
年
度
に
改
正
）
 

  ４
．

主
治

医
意

見
書

の
診

断
名

欄
へ

の
「

末
期

が
ん

」
の

明
示

に
つ

い
て

 

 
 
「

要
介

護
認

定
に

お
け

る
「

認
定

調
査

票
記

入
の

手
引

き
」
、
「

主
治

医
意

見
書

記
入

の
手

引

き
」

及
び

「
特

定
疾

病
に

か
か

る
診

断
基

準
」

に
つ

い
て

」
（

平
成

２
１

年
９

月
３

０
日

老
老

発
０

９
３

０
第

２
号

厚
生

労
働

省
老

健
局

老
人

保
健

課
長

通
知

）
に

お
い

て
「

４
０

歳
以

上
６

５
歳

未
満

の
第

２
号

被
保

険
者

に
つ

い
て

は
、

主
治

医
意

見
書

の
診

断
名

の
欄

に
、

介
護

を
必

要
と

さ
せ

て
い

る
生

活
機

能
低

下
等

の
直

接
の

原
因

と
な

っ
て

い
る

特
定

疾
病

名
を

記
入

」
す

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

 

主
治

医
意

見
書

に
末

期
が

ん
で

あ
る

こ
と

を
明

示
す

る
こ

と
は

、
保

険
者

の
要

介
護

認
定

事
務

局
や

介
護

保
険

認
定

審
査

会
に

お
け

る
迅

速
な

対
応

に
資

す
る

た
め

、
特

に
申

請
者

が
末

期
が

ん
と

診
断

さ
れ

て
い

る
場

合
に

は
、

診
断

名
を

明
示

い
た

だ
く

よ
う

、
主

治
医

の
皆

さ
ま

に
周

知
願

い
ま

す
。

た
だ

し
、

告
知

の
問

題
に

つ
い

て
は

十
分

留
意

願
い

ま
す

。
 

  ５
．

区
分

変
更

申
請

の
機

会
の

周
知

に
つ

い
て

 

末
期

が
ん

等
の

方
は

、
心

身
の

状
況

が
急

激
に

悪
化

す
る

た
め

、
複

数
回

、
要

介
護

状
態

区
分

の
変

更
が

必
要

と
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
 

し
た

が
っ

て
、
末

期
が

ん
等

の
方

に
は

、
区

分
変

更
申

請
が

提
出

さ
れ

れ
ば

、
要

介
護

状
態

区

分
の

変
更

等
が

速
や

か
に

行
わ

れ
る

こ
と

に
つ

い
て

周
知

願
い

ま
す

。
 

５
．
末
期
が
ん
等
の
方
へ
の
要
介
護
認
定
等
に
関
す
る
各
種
通
知
等

169



○ 末期がん等の方は、心身の状況に応じて、迅速に介護サービスの提供が必要となる場合がある。

○ 保険者より、末期がん等の方に対して、①迅速な暫定ケアプランの作成、②迅速な要介護認定の実施、③入院中からの介護
サービスと医療機関等との連携、④主治医意見書の診断名欄への「末期がん」の明示、⑤区分変更申請の機会の周知等を行
い、末期がん等の方に対する適切な要介護認定の実施及び介護サービスの提供を行うことが必要。

末期がん等の方への要介護認定等における対応について

状状態態にに応応じじてて区区分分変変更更申申請請

入院 在宅・施設等

新新
規規
申申
請請

暫定ケアプランに基づ
く介護サービス

認
定
調
査

審
査
会

認
定

ケ
ア
プ
ラ
ン

ケアプランに基づく介護サービス

末期がん等の方への要介護認定等（イメージ）

③入院中からの介護サービスと
医療機関等との連携

①迅速な暫定
ケアプランの作成

②迅速な要介護認定の
実施

①迅速な暫定
ケアプランの作成

②迅速な要介護認定の
実施

④主治医意見書の
診断名欄への

「末期がん」の明示

④主治医意見書の
診断名欄への

「末期がん」の明示

⑤区分変更申請の機会の周知
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事

務
連

絡
 

平
成

２
２

年
１

０
月

２
５

日
 

  各
都

道
府

県
及

び
市

区
町

村
等

介
護

保
険

主
管

課
（

室
）

御
中

 

  

厚
生

労
働

省
老

健
局

振
 

興
 

課
 

老
人

保
健

課
 

  

末
期

が
ん

等
の

方
へ

の
福

祉
用

具
貸

与
の

取
扱

等
に

つ
い

て
 

  

介
護

保
険

行
政

の
推

進
に

つ
き

ま
し

て
は

、
日

頃
か

ら
ご

協
力

を
賜

り
厚

く
お

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 

さ
て

、
本

年
４

月
３

０
日

に
、

迅
速

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
が

必
要

と
な

る
末

期
が

ん
等

の
方

へ
の

要
介

護
認

定
等

に
お

け
る

留
意

事
項

と
し

て
、

暫
定

ケ
ア

プ
ラ

ン
に

よ
る

介
護

サ

ー
ビ

ス
の

提
供

や
迅

速
な

認
定

調
査

の
実

施
等

に
つ

い
て

事
務

連
絡

を
発

出
し

た
と

こ
ろ

で

す
。

 

今
般

、
要

介
護

認
定

で
要

支
援

１
、

２
及

び
要

介
護

１
と

判
定

さ
れ

た
方

の
う

ち
、

末
期

が
ん

等
の

心
身

の
状

態
が

急
速

に
悪

化
す

る
こ

と
が

確
実

に
見

込
ま

れ
る

方
に

対
す

る
福

祉

用
具

貸
与

の
取

扱
い

及
び

要
介

護
認

定
時

の
留

意
事

項
に

つ
い

て
、

改
め

て
下

記
の

と
お

り

お
伝

え
い

た
し

ま
す

の
で

、
ご

了
知

願
い

ま
す

。
 

  

記
 

  １
．

指
定

福
祉

用
具

貸
与

費
及

び
指

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
貸

与
費

の
算

定
に

つ
い

て
 

 
 

要
支

援
者

及
び

要
介

護
１

の
者

に
つ

い
て

は
、「

特
殊

寝
台

」
、「

特
殊

寝
台

付
属

品
」
、「

床

ず
れ

防
止

用
具

」
等

の
利

用
に

際
し

、
指

定
福

祉
用

具
貸

与
費

及
び

指
定

介
護

予
防

福
祉

用
具

貸
与

費
が

原
則

と
し

て
算

定
で

き
な

い
こ

と
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 
 

た
だ

し
、

要
支

援
者

及
び

要
介

護
１

の
者

で
あ

っ
て

も
、

末
期

が
ん

の
急

速
な

状
態

悪

化
等

、
疾

病
そ

の
他

の
原

因
に

よ
り

状
態

が
急

速
に

悪
化

し
、

短
期

間
の

う
ち

に
日

常
的

に
起

き
あ

が
り

や
寝

返
り

等
が

困
難

と
な

る
こ

と
が

確
実

に
見

込
ま

れ
る

者
に

つ
い

て
は

、

 

市
町

村
の

判
断

に
よ

り
指

定
福

祉
用

具
貸

与
費

及
び

指
定

介
護

予
防

福
祉

用
具

貸
与

費
を

算
定

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

 

 
 

な
お

、
判

断
に

あ
た

っ
て

は
、

医
師

の
医

学
的

な
所

見
（

主
治

医
意

見
書

や
医

師
の

診

断
書

等
）

に
基

づ
き

判
断

さ
れ

、
か

つ
、

サ
ー

ビ
ス

担
当

者
会

議
等

を
通

じ
た

適
切

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

よ
り

福
祉

用
具

貸
与

及
び

介
護

予
防

福
祉

用
具

貸
与

が
特

に
必

要
で

あ
る

旨
が

判
断

さ
れ

て
い

る
場

合
、

書
面

等
に

よ
り

確
認

し
、

そ
の

要
否

を
判

断
し

て
く

だ
さ

い
（

別
添

１
及

び
２

参
照

）
。

 

  ２
．

介
護

認
定

審
査

会
が

付
す

る
意

見
に

つ
い

て
 

介
護

認
定

審
査

会
は

、
審

査
判

定
の

結
果

を
市

町
村

に
通

知
す

る
際

に
、

サ
ー

ビ
ス

の

有
効

な
利

用
に

関
す

る
留

意
事

項
に

つ
い

て
意

見
を

付
す

こ
と

が
で

き
ま

す
（

別
添

３
参

照
）
。

 

つ
き

ま
し

て
は

、
末

期
が

ん
の

急
速

な
状

態
悪

化
等

、
疾

病
そ

の
他

の
原

因
に

よ
り

状

態
が

急
速

に
悪

化
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
方

に
つ

い
て

は
、

介
護

認
定

審
査

会
に

お
い

て
必

要
に

応
じ

市
町

村
へ

の
意

見
付

記
を

活
用

し
て

い
た

だ
き

ま
す

よ
う

、
審

査
会

委
員

へ
の

周
知

を
お

願
い

し
ま

す
。
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（
別

添
１

）
 

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

に
要

す
る

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る
基

準
（

訪
問

通
所

サ
ー

ビ
ス

、

居
宅

療
養

管
理

指
導

及
び

福
祉

用
具

貸
与

に
係

る
部

分
）

及
び

指
定

居
宅

介
護

支
援

に
要

す
る

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る
基

準
の

制
定

に
伴

う
実

施
上

の
留

意
事

項
に

つ
い

て
 

 

～
抄

～
 

平
成

１
２

年
３

月
１

日
老

企
第

３
６

号
 

厚
生

省
老

人
保

健
福

祉
局

企
画

課
長

通
知

 

（
最

終
改

正
 
平

成
２

１
年

４
月

２
１

日
）

 

 （
２

）
要

介
護

一
の

者
に

係
る

指
定

福
祉

用
具

貸
与

費
 

①
 

算
定

の
可

否
の

判
断

基
準

 

要
介

護
一

の
者

(
以

下
(
2
)
に

お
い

て
「

軽
度

者
」

と
い

う
。

)
に

係
る

指
定

福
祉

用
具

貸
与

費
に

つ
い

て
は

、
そ

の
状

態
像

か
ら

見
て

使
用

が
想

定
し

に
く

い
「

車
い

す
」
、「

車

い
す

付
属

品
」
、「

特
殊

寝
台

」
、「

特
殊

寝
台

付
属

品
」
、「

床
ず

れ
防

止
用

具
」
、「

体
位

変

換
器

」
、
「

認
知

症
老

人
徘

徊
感

知
機

器
」

及
び

「
移

動
用

リ
フ

ト
(
つ

り
具

の
部

分
を

除

く
。

)
」

(
以

下
「

対
象

外
種

目
」

と
い

う
。

)
に

対
し

て
は

、
原

則
と

し
て

算
定

で
き

な

い
。
し

か
し

な
が

ら
第

二
十

三
号

告
示

第
二

十
一

号
の

イ
で

定
め

る
状

態
像

に
該

当
す

る

者
に

つ
い

て
は

、
軽

度
者

で
あ

っ
て

も
、
そ

の
状

態
像

に
応

じ
て

利
用

が
想

定
さ

れ
る

対

象
外

種
目

に
つ

い
て

指
定

福
祉

用
具

貸
与

費
の

算
定

が
可

能
で

あ
り

、
そ

の
判

断
に

つ
い

て
は

、
次

の
と

お
り

と
す

る
。

 

  
 

（
中

略
）

 

 

ウ
 

ま
た

、
ア

に
か

か
わ

ら
ず

、
次

の
i
)
か

ら
i
i
i
)
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る

旨
が

医
師

の
医

学
的

な
所

見
に

基
づ

き
判

断
さ

れ
、
か

つ
、
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
を

通
じ

た
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
よ

り
福

祉
用

具
貸

与
が

特
に

必
要

で

あ
る

旨
が

判
断

さ
れ

て
い

る
場

合
に

あ
っ

て
は

、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

、
市

町
村

が
書

面
等

確
実

な
方

法
に

よ
り

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
、
そ

の
要

否
を

判
断

す
る

こ
と

が

で
き

る
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
当

該
医

師
の

医
学

的
な

所
見

に
つ

い
て

は
、
主

治

医
意

見
書

に
よ

る
確

認
の

ほ
か

、
医

師
の

診
断

書
又

は
担

当
の

介
護

支
援

専
門

員
が

聴
取

し
た

居
宅

サ
ー

ビ
ス

計
画

に
記

載
す

る
医

師
の

所
見

に
よ

り
確

認
す

る
方

法

で
も

差
し

支
え

な
い

。
 

  
 

（
中

略
）

 

 

ⅱ
）

疾
病

そ
の

他
の

原
因

に
よ

り
、

状
態

が
急

速
に

悪
化

し
、

短
期

間
の

う
ち

に
第

 

二
十

三
号

告
示

第
二

十
一

号
の

イ
に

該
当

す
る

こ
と

が
確

実
に

見
込

ま
れ

る
者

 

（
例

 
が

ん
末

期
の

急
速

な
状

態
悪

化
）

 

  
 

（
後

略
）

 

   

（
別

添
２

）
  

「
指

定
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
に

要
す

る
費

用
の

額
の

算
定

に
関

す
る

基
準

の
制

定
に

伴
う

実

施
上

の
留

意
事

項
に

つ
い

て
」

の
制

定
及

び
「

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

に
要

す
る

費
用

の
額

の

算
定

に
関

す
る

基
準

（
訪

問
通

所
サ

ー
ビ

ス
及

び
居

宅
療

養
管

理
指

導
に

係
る

部
分

）
及

び

指
定

居
宅

介
護

支
援

に
要

す
る

費
用

の
額

の
算

定
に

関
す

る
基

準
の

制
定

に
伴

う
実

施
上

の

留
意

事
項

に
つ

い
て

」
等

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
 

 
～

抄
～

 

 

平
成

１
８

年
３

月
１

７
日

老
計

発
第

０
３

１
７

０
０

１
号

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

老
振

発
第

０
３

１
７

０
０

１
号

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

老
老

発
第

０
３

１
７

０
０

１
号

 

厚
生

労
働

省
老

健
局

計
画

・
振

興
・

老
人

保
健

課
長

連
名

通
知

 

（
最

終
改

正
 
平

成
２

２
年

３
月

３
１

日
）

 

 （
２

）
要

支
援

一
又

は
要

支
援

二
の

者
に

係
る

指
定

介
護

予
防

福
祉

用
具

貸
与

費
 

①
 

算
定

の
可

否
の

判
断

基
準

 

要
支

援
一

又
は

要
支

援
二

の
者

(
以

下
(
2
)
に

お
い

て
「

軽
度

者
」

と
い

う
。

)
に

係
る

指
定

介
護

予
防

福
祉

用
具

貸
与

費
に

つ
い

て
は

、
そ

の
状

態
像

か
ら

見
て

使
用

が
想

定
し

に
く

い
「

車
い

す
」
、「

車
い

す
付

属
品

」
、「

特
殊

寝
台

」
、「

特
殊

寝
台

付
属

品
」
、「

床
ず

れ
防

止
用

具
」
、「

体
位

変
換

器
」
、「

認
知

症
老

人
徘

徊
感

知
機

器
」
及

び
「

移
動

用
リ

フ

ト
 
(
つ

り
具

の
部

分
を

除
く

。
)
 
」

(
以

下
「

対
象

外
種

目
」

と
い

う
。

)
に

対
し

て
は

、

原
則

と
し

て
算

定
で

き
な

い
。
し

か
し

な
が

ら
第

二
十

三
号

告
示

第
六

十
五

号
に

お
い

て

準
用

す
る

第
二

十
一

号
の

イ
で

定
め

る
状

態
像

に
該

当
す

る
者

に
つ

い
て

は
、
軽

度
者

で

あ
っ

て
も

、
そ

の
状

態
像

に
応

じ
て

利
用

が
想

定
さ

れ
る

対
象

外
種

目
に

つ
い

て
指

定
介

護
予

防
福

祉
用

具
貸

与
費

の
算

定
が

可
能

で
あ

り
、
そ

の
判

断
に

つ
い

て
は

、
次

の
と

お

り
と

す
る

。
 

  
 

（
中

略
）

 

 

ウ
 

ま
た

、
ア

に
か

か
わ

ら
ず

、
次

の
i
)
か

ら
i
i
i
)
ま

で
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
旨

が
医

師
の

医
学

的
な

所
見

に
基

づ
き

判
断

さ
れ

、
か

つ
、
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

等
を

通
じ

た
適

切
な

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
よ

り
介

護
予

防
福

祉
用

具
貸

与
が

特
に

必
要

で
あ

る
旨

が
判

断
さ

れ
て

い
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

、
市

町
村

が
書

面
等

確
実

な
方

法
に

よ
り

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
、
そ

の
要

否
を

判
断

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
当

該
医

師
の

医
学

的
な

所
見

に
つ

い
て

は
、
主

治
医

意

見
書

に
よ

る
確

認
の

ほ
か

、
医

師
の

診
断

書
又

は
担

当
職

員
が

聴
取

し
た

介
護

予
防

サ

ー
ビ

ス
計

画
に

記
載

す
る

医
師

の
所

見
に

よ
り

確
認

す
る

方
法

で
も

差
し

支
え

な
い

。
 

  
 

（
中

略
）

 

 

ⅱ
）

疾
病

そ
の

他
の

原
因

に
よ

り
、

状
態

が
急

速
に

悪
化

し
、

短
期

間
の

う
ち

に
第

二

十
三

号
告

示
第

六
十

五
号

に
お

い
て

準
用

す
る

第
二

十
一

号
の

イ
に

該
当

す
る

こ
と

が
確

実
に

見
込

ま
れ

る
者

 
（

例
 

が
ん

末
期

の
急

速
な

状
態

悪
化

）
 

（
後

略
）
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（
別

添
３

）
  

 介
護

認
定

審
査

会
の

運
営

に
つ

い
て

 
～

抄
～

 

 

 

平
成

２
１

年
９

月
３

０
日

老
発

０
９

３
０

第
６

号
 

厚
生

労
働

省
老

健
局

長
通

知
 

  ３
）

認
定

審
査

会
が

付
す

る
意

見
 

  
 

（
中

略
）

 

 （
２

）
要

介
護

状
態

の
軽

減
又

は
悪

化
の

防
止

の
た

め
に

必
要

な
療

養
に

つ
い

て
の

意
見

 

介
護

認
定

審
査

会
資

料
か

ら
読

み
取

れ
る

状
況

に
基

づ
き

、
要

介
護

状
態

の
軽

減
又

は
、

悪
化

の
防

止
の

た
め

に
特

に
必

要
な

療
養

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
場

合
、
及

び
指

定
居

宅

サ
ー

ビ
ス

ま
た

は
指

定
施

設
サ

ー
ビ

ス
の

有
効

な
利

用
に

関
し

て
被

保
険

者
が

留
意

す

べ
き

こ
と

が
あ

る
場

合
に

は
、

介
護

認
定

審
査

会
と

し
て

の
意

見
を

付
す

。
 

  
 

（
後

略
）

 

事
 
 
務
 
 
連
 
 
絡
 

平
成
２
３
年
１
０
月
１
８
日
 

  各
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
等
介
護
保
険
主
管
課
（
室
）
 
御
中
 

  

厚
生
労
働
省
老
健
局
老
人
保
健
課
 

  

末
期
が
ん
等
の
方
へ
の
迅
速
な
要
介
護
認
定
等
の
実
施
に
つ
い
て
 

  

介
護
保
険
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
さ
て
、
末
期
が
ん
等
の
方
の
要
介
護
認
定
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、「

末
期
が
ん
等
の
方
へ
の
要
介

護
認
定
等
に
お
け
る
留
意
事
項
に
つ
い
て
」（

平
成
２
２
年
４
月
３
０
日
付
事
務
連
絡
）
及
び
「
末
期
が

ん
等
の
方
へ
の
福
祉
用
具
貸
与
の
取
扱
等
に
つ
い
て
」（

平
成
２
２
年
１
０
月
２
５
日
付
事
務
連
絡
）
に

お
い
て
、
適
切
な
要
介
護
認
定
等
の
実
施
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 
今
般
、
平
成
２
２
年
度
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
に
お
い
て
、
各
市
町
村
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
財

団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
が
実
施
し
た
「
末
期
が
ん
患
者
の
認
定
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
下
記

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
末
期
が
ん
等
の
方
に
対
す
る
要
介
護
認
定
等
の
実
施
に
引
き
続
き
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

  

記
 

 １
．
調
査
概
要
 

調
査
方
法
：
介
護
保
険
全
保
険
者
（
1,
58
7）

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

 
 
調
査
対
象
：
末
期
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
平
成
２
２
年
５
月
～
１
０
月
の
６
ヶ
月
間
に
要
 

介
護
認
定
等
の
新
規
申
請
を
行
っ
た
第
２
号
被
保
険
者
 

 
 
調
査
項
目
：
年
齢
、
性
別
、
基
礎
疾
患
、
申
請
日
、
認
定
調
査
日
、
審
査
会
開
催
日
、
認
定
日
、
資
 

格
喪
失
日
 
等
 

 
 
回
 答

 率
：
保
険
者
調
査
 
91
7／

1,
58
7（

57
.8
%）

 

 
 
 
 
 
 
 
※
な
お
、
集
計
に
つ
い
て
は
、
91
7
自
治
体
の
う
ち
、
申
請
者
に
末
期
が
ん
と
診
断
さ

れ
て
い
る
方
が
い
な
か
っ
た

24
5
自
治
体
及
び
回
答
欄
が
一
部
未
記
入
の
た
め
集
計

対
象
外
と
し
た

84
自
治
体
を
除
い
た

58
8
自
治
体
を
対
象
と
し
た
。
 

個
別
申
請
者
調
査
 
4,
68
0
人
分
デ
ー
タ
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表
１

 
申

請
か

ら
二

次
判

定
ま

で
の

日
数

区
分

別
の

保
険

者
数

 

  表
２

 
申

請
か

ら
調

査
ま

で
の

日
数

区
分

別
の

保
険

者
数

 

  表
３

 
調

査
か

ら
二

次
判

定
ま

で
の

日
数

区
分

別
の

保
険

者
数

 

    

図
１

 
申

請
か

ら
認

定
ま

で
の

日
数

別
の

度
数

分
布

 

              

0
.0

5
.0

1
0
.0

1
5
.0

2
0
.0

2
5
.0

0

15

30

45

60

75

90

105

120

申
請

か
ら
認

定
ま
で
の

日
数

区
分

（
５
日

ご
と
）

認定者に占める割合 （％）

2
0
日

以
内

 
2
1
～

3
0
日

 
3
0
日

超
 

全
体

 

7
9
 

(
1
3
.
4
%
)
 

2
8
5
 

(
4
8
.
5
%
)
 

2
2
4
 

(
3
8
.
1
%
)
 

5
8
8
 

(
1
0
0
.
0
%
)
 

5
日

以
内

 
6
～

1
0
日

 
1
0
日

超
 

全
体

 

1
6
3
 

(
2
7
.
7
%
)
 

2
9
5
 

(
5
0
.
2
%
)
 

1
3
0
 

(
2
2
.
1
%
)
 

5
8
8
 

(
1
0
0
.
0
%
)
 

1
5
日

以
内

 
1
6
～

2
0
日

 
2
0
日

超
 

全
体

 

1
3
2
 

(
2
2
.
4
%
)
 

1
7
5
 

(
2
9
.
8
%
)
 

2
8
1
 

(
4
7
.
8
%
)
 

5
8
8
 

(
1
0
0
.
0
%
)
 

２
．
保
険
者
調
査
結
果
 

保
険
者
調
査
の
結
果
、申

請
か
ら
二
次
判
定
ま
で
の
日
数
が

20
日
を
超
え
て
い
る
保
険
者
が

86
.6
%、

30
日
を
超
え
て
い
る
保
険
者
も

38
.1
%あ

り
ま
し
た
（
表
１
）。

認
定
調
査
に
つ
い
て
は
、
申
請
後

5

日
以
内
に
実
施
し
て
い
る
保
険
者
が

27
.7
％
で
あ
り
、
6～

10
日
で
実
施
し
て
い
る
保
険
者
は

50
.2
%

で
し
た
（
表
２
）。

 

ま
た
、
調
査
か
ら
二
次
判
定
ま
で
の
状
況
を
見
る
と
、
20

日
を
超
え
て
い
る
保
険
者
が

47
.8
%で

し

た
（
表
３
）。

 

 
 

 
３
．
個
別
申
請
者
調
査
結
果
  

 
 
個
別
申
請
者
の
調
査
の
結
果
、
申
請
か
ら
二
次
判
定
ま
で
の
平
均
日
数
は

28
.9

日
で
あ
り
（
図

1）
、

19
.4
%の

方
が
二
次
判
定
前
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
（
表
４
）。

 

末
期
が
ん
の
方
の
申
請
後
の
経
時
的
な
状
況
の
変
化
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
申
請
後

15
日
で
約

1

割
の
方
が
、
申
請
後

25
日
で
約

2
割
の
方
が
、
申
請
後

40
日
で
約

3
割
の
方
が
亡
く
な
る
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）。

 

 
 
 

４
．
ま
と
め
 

 
 
末
期
が
ん
の
方
に
対
す
る
要
介
護
認
定
等
に
つ
い
て
、
認
定
調
査
の
迅
速
化
は
多
く
の
保
険
者
に
お

い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
申
請
後
二
次
判
定
ま
で
は
多
く
の
保
険
者
に
お
い
て
一
定

の
日
数
を
要
し
て
お
り
、
迅
速
な
二
次
判
定
に
向
け
た
取
組
み
が
引
き
続
き
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 
ま
た
、
末
期
が
ん
の
方
に
つ
い
て
は
、
申
請
後
短
期
間
で
亡
く
な
る
方
が
一
定
程
度
存
在
す
る
た
め
、

市
町
村
等
に
お
い
て
、
末
期
が
ん
の
方
に
対
す
る
迅
速
な
要
介
護
認
定
等
を
行
え
る
よ
う
関
係
機
関
等

と
の
連
携
体
制
の
構
築
や
、
暫
定
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
適
切
な
活
用
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
末
期
が
ん
の
方
に
対
す
る
適
切
な
要
介
護
認
定
等
の
実
施
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

 〈
参
考
〉
 

今
回
の
調
査
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
結
果
を
含
む
報
告
書
は
下
記
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
す
。
 

・「
高
齢
者
の
心
身
状
態
の
適
正
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方
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連
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は
下
記
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通
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で
す
。
 

・「
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期
が
ん
等
の
方
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の
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介
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定
等
に
お
け
る
留
意
事
項
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・「
末
期
が
ん
等
の
方
へ
の
福
祉
用
具
貸
与
の
取
扱
等
に
つ
い
て
」（

平
成
２
２
年
１
０
月
２
５
日
付
 

事
務
連
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）
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表
４
 

申
請
か
ら
二
次
判
定
ま
で
の
日
数

別
の

申
請

者
数

・
死

亡
者

数
等

 

    

図
２
 

申
請
後
の

生
存

曲
線

 

               

0
.4

0
.5

0
.6

0
.7

0
.8

0
.9

1
.0

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

申
請
後
日
数

 （
日
）

生存率

※
申
請

か
ら

死
亡

ま
で

の
日

数
を

算
出

し
、

カ
プ

ラ
ン

‐
マ

イ
ヤ

ー
法

（
Ka
pl
an
-M
ei
er
 m
et
ho

d）
に

よ

り
生

存
曲

線
を

推
計

し
た

結
果

。
な

お
、

転
出

者
及

び
生

存
者

は
途

中
打
切

り
例

と
し

て
扱

っ
て

い
る

。
 

死
亡
者
数
 

生
存
者
数

 
転
出

者
数

 
全

体
数

 
二

次
判
定
前
 

二
次
判
定
後
 

9
1
0
人
 

(
1
9
.
4
%
)
 

2
,
2
1
8
人
 

(
4
7
.
4
%
)
 

1
,
5
0
7
人

 

(
3
2
.
2
%
)
 

4
5
人

 

(
1
.
0
%
)
 

4
,
6
8
0
人

 

(
1
0
0
.
0
%
)
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６
．

医
師

及
び

医
療

関
係

職
と

事
務

職
員

等
と

の

　
　

 間
等

で
の

役
割

分
担

の
推

進
に

つ
い

て
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７． 「おむつに係る費用の医療費控除の取扱いについて」 の一部改正について
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◆◆要要介介護護認認定定結結果果及及びび居居宅宅ササーービビスス計計画画のの情情報報提提供供ににつついいてて◆◆  

(平成一二年四月一一日) 

(老振第二四号・老健第九三号 ) 

(各都道府県介護保険主管課(室 )長あて厚生省老人保健福祉局振興・老人保健課長連名通知) 

介護保険制度の円滑な推進については、種々ご尽力をいただき厚く御礼申し上げます。 

今後、要介護認定、居宅サービス計画の作成等の業務については、特に左記の事項について十分

留意し適切に行われるよう、管下市区町村、居宅介護支援事業者への周知徹底方よろしくお願い申

し上げます。 

記  

１  市町村による主治医への要介護認定結果の情報提供について 

主治医意見書を記載した医師等に対し、申請者の了解を得た上で要介護認定結果 (要支援認定結果

を含む。以下同じ。)を情報提供することが可能であることは、平成一一年一一月二九日及び平成一

二年三月七日開催の課長会議において既にお示ししているが、施行状況をみると必ずしも主治医に

対して十分な情報提供がなされていない場合があるので、主治医意見書の「 5 その他特記すべき事

項」等に審査判定結果の情報提供を希望する旨が記載されているなど、主治医が要介護認定結果に

ついて情報提供を求めている場合であって、申請者本人の意思が要介護認定申請書等によって確認

されている場合には、主治医への情報提供を行うようにすること。 

２  居宅介護支援事業者等による主治医、サービス提供事業者等への居宅サービス計画の情報提供

について 

サービス担当者間で共通の目標の下に指定居宅サービス等の提供が適切に行われるためには、作

成された居宅サービス計画の内容について、保険給付対象サービス事業者のみならず、主治医や計

画上位置づけられたサービスを行うボランティア等の保険給付対象外のサービス事業者等が、共通

の認識をもつことがのぞましい。 

このため、主治医にあっては主治医意見書の「 5 その他特記すべき事項」等において、サービス

事業者等にあっては「介護サービス計画書の様式及び課題分析標準項目の提示について」(平成一一

年一一月一二日老企第二九号厚生省老人保健福祉局企画課長通知 )の別紙 1 の第 5 表「サービス担当

者に対する照会(依頼 )内容」等の文書において、作成された居宅サービス計画の内容について情報

提供を希望する旨が記載されているなど、主治医や保険給付対象外のサービス事業者等が居宅サー

ビス計画の内容について情報提供を求めている場合であって、利用者又はその家族の同意を文書に

より得ている場合には、主治医、サービス提供事業者等への情報提供を行うようにすること。 

 

８． 要介護認定結果及び居宅サービス計画の情報提供について

199



９． 主治医意見書における医師同意欄の取扱いについて

200



記
 

 第
１

 
被

保
険

者
の

届
出

義
務

化
に

つ
い

て
 

（
１

）
介

護
保

険
法

施
行

規
則

の
改

正
に

つ
い

て
 

 
 

地
域

に
お

け
る

医
療

及
び

介
護

の
総

合
的

な
確

保
を

推
進

す
る

た
め

の
関

係
法

律
の

整
備

等
に

関
す

る
法

律
の

一
部

の
施

行
に

伴
う

厚
生

労
働

省
関

係
省

令
の

整
備

等
に

関

す
る

省
令

（
平

成
2
8
年

厚
生

労
働

省
令

第
5
3
号

）
に

よ
り

介
護

保
険

法
施

行
規

則
第

3
3
条

の
２

が
新

設
さ

れ
、

介
護

給
付

、
予

防
給

付
又

は
市

町
村

特
別

給
付

の
支

給
に
係

る
事

由
が

第
三

者
の

行
為

に
よ

っ
て

生
じ

た
も

の
で

あ
る

と
き

は
、
第

１
号

被
保

険
者

は
、

遅
滞

な
く

、
①

届
出

に
係

る
事

実
②

第
三

者
の

氏
名

及
び

住
所

又
は

居
所
（

氏
名

又
は

住

所
若

し
く

は
居

所
が

明
ら

か
で

な
い

と
き

は
、
そ

の
旨

）
③

被
害

の
状

況
を

記
載

し
た

届

書
を

、
保

険
者

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
さ

れ
ま

し
た

。
 

 

（
２

）
届

出
の

様
式

等
に

つ
い

て
 

 
 
保

険
者

は
、

平
成

2
8
年

４
月

１
日

か
ら

被
保

険
者

か
ら

第
三

者
行

為
に

よ
る

届
出

を

受
け

付
け

る
こ

と
に

な
り

ま
す

が
、

具
体

的
に

は
 

 
 

①
 
第

三
者

行
為

に
よ

る
被

害
の

届
出

書
（

医
療

保
険

に
お

け
る
「

第
三

者
行

為
に

よ

る
傷

病
届

」
と

同
様

の
も

の
）

 

を
被

害
者

で
あ

る
第

１
号

被
保

険
者

か
ら

提
出

し
て

頂
き

ま
す

。
 

 
ま

た
、

上
記

に
加

え
、

必
要

に
応

じ
て

 

 
 

②
 
同

意
書

 

 
 

③
 
事

故
発

生
状

況
報

告
書

 

 
 

④
 
交

通
事

故
証

明
書

 

 
を

そ
れ

ぞ
れ

提
出

し
て

頂
く

こ
と

も
考

え
ら

れ
ま

す
。
上

記
の

様
式

に
つ

い
て

は
、
現

在

使
用

し
て

い
る

様
式

を
引

き
続

き
用

い
る

ほ
か

、
医

療
保

険
用

の
様

式
を

活
用

し
て

差
し

支
え

あ
り

ま
せ

ん
。
ま

た
、
既

に
、
①

③
④

の
様

式
に

つ
い

て
、
医

療
保

険
で

の
第

三
者

行
為

に
よ

る
届

出
を

受
け

て
い

る
場

合
は

、
当

該
届

出
の

複
写

を
も

っ
て

届
出

を
行

う
こ

と
も

差
し

支
え

あ
り

ま
せ

ん
。

 

な
お

、
②

の
同

意
書

に
つ

い
て

は
、

別
紙

１
の

と
お

り
介

護
保

険
用

の
記

載
を

追
加

し
た

の
で

、
適

宜
ご

活
用

く
だ

さ
い

。
 

 

第
２

 
第

三
者

求
償

事
案

発
見

の
取

組
強

化
 

（
１

）
被

害
届

の
届

出
の

勧
奨

に
つ

い
て

 

保
険

者
は

、
第

１
で

示
し

た
届

出
（

以
下

「
被

害
届

」
と

い
う

。
）

を
受

け
る

こ
と

に

よ
り

第
三

者
行

為
に

よ
る

保
険

事
故

の
発

生
等
（

第
三

者
の

氏
名

や
損

害
保

険
等

の
加

入

状
況

を
含

む
。
）

を
把

握
す

る
こ

と
が

で
き

、
こ

れ
に

よ
っ

て
、
第

三
者

に
対

し
て

求
償

老
介

発
０

３
３

１
第

５
号

 

平
成

２
８

年
３

月
３

１
日

 

 各
都
道
府
県

介
護

保
険

主
管

部
（

局
）

長
 

殿
 

 

厚
生
労
働

省
老

健
局

介
護

保
険

計
画

課
長

 

（
公

印
省

略
）
 

  

第
三

者
行

為
の

届
出

義
務

化
等

に
係
る
留
意

事
項

に
つ

い
て

 

  

 
介
護
保

険
制

度
の

円
滑

な
運

営
に

つ
き

ま
し

て
は
、
平
素
よ

り
格

段
の

御
高

配
を

賜
り

、

厚
く
御
礼
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
交
通
事

故
等

の
第

三
者

に
よ

る
不

法
行

為
（

以
下
「
第
三
者
行

為
」
と
い

う
。
）
に
よ

る
被

害
に
係
る
求

償
事

務
の

取
組

強
化

の
た

め
、
介

護
保
険
法
施
行
規

則
（
平

成
1
1
年

厚
生

省
令

第
3
6
号
）

の
改

正
に

よ
り

、
平

成
2
8
年

４
月

１
日
よ
り
、
第
三

者
行

為
に

よ
り

介
護

保
険

給
付
を
受
け

る
場

合
、

第
１

号
被

保
険

者
は

保
険
者
へ
の
届
出
が

義
務

と
な

り
ま

し
た

。
 

ま
た
、
介

護
保

険
事

業
の

健
全

な
運

営
を

確
保
で
き
る
よ
う
、

第
三

者
行

為
求

償
の

対
象

と
な
る
事
案

を
一

層
把

握
す

る
た

め
に

、
被

保
険
者
か
ら
の
届
出

に
加

え
、

主
治

医
意

見
書

の
特
記
事
項

に
、

事
故

の
場

合
は

そ
の

旨
の

記
載
を
お
願
い
す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
。

こ
れ

を
受
け
、
「
「

要
介

護
認

定
に

お
け

る
「

認
定

調
査
票
記
入
の
手
引

き
」
、
「

主
治

医
意

見
書

記

入
の
手
引
き

」
及

び
「

特
定

疾
病

に
か

か
る

診
断
基
準
」
に
つ
い

て
」

の
一

部
改

正
に

つ
い

て
」
（
平
成

2
8
年

３
月

3
1
日

老
老

発
0
3
3
1
第

１
号
）
の
改
正

に
つ

い
て

各
都

道
府

県
・

政

令
指
定
都
市

介
護

保
険

主
管

部
（

局
）

長
宛

に
通
知
し
た
と
こ
ろ

で
す

。
 

今
般
、
第

三
者

行
為

の
届

出
義

務
化

等
に

係
る
留
意
事
項
に
つ

い
て

、
下

記
の

と
お

り
ま

と
め
ま
し
た

の
で

、
貴

職
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、
こ
れ
を
御
了
知

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
管

内
市
町
村
等

及
び

国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
に
周
知
を
お
願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

１
０
．
第
三
者
行
為
の
届
出
義
務
化
等
に
係
る
留
意
事
項
に
つ
い
て

201



償
請

求
権

に
係

る
損

害
賠

償
金

の
徴

収
又

は
収

納
の

事
務

を
連

合
会

に
委

託
す

る
こ

と

が
出

来
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
委

託
可

能
な

連
合

会
は

、
介

護
保

険
法

施
行

規

則
第

3
4
条

の
規

定
に

よ
り

、
損

害
賠

償
金

の
徴

収
又

は
収

納
の

事
務

に
関

し
専

門
的

知

識
を

有
す

る
職

員
を

配
置

す
る

と
さ

れ
て

い
て

、
連

合
会

に
お

い
て

は
、

専
門

的
知

識

を
有

す
る

職
員

を
配

置
し

、
保

険
者

か
ら

求
償

事
務

を
受

託
で

き
る

体
制

を
整

備
し

て

い
る

と
こ

ろ
で

す
の

で
、

保
険

者
に

お
い

て
は

、
連

合
会

が
有

す
る

専
門

性
や

ス
ケ

ー

ル
メ

リ
ッ

ト
の

更
な

る
有

効
活

用
に

つ
い

て
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
 

 第
４

 
広

報
等

 

（
１

）
第

三
者

行
為

求
償

に
係

る
広

報
（

被
保

険
者

向
け

）
に

つ
い

て
 

 
 

 
第

三
者

行
為

求
償

に
係

る
被

害
届

は
、

不
測

の
事

態
が

発
生

し
た

際
に

届
出

の
必

要

が
生

じ
る

性
格

上
、

届
出

の
義

務
等

を
日

常
的

に
浸

透
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

こ

の
た

め
、

保
険

者
及

び
委

託
を

受
け

た
連

合
会

は
、

日
頃

か
ら

給
付

事
由

が
第

三
者

行

為
に

よ
っ

て
生

じ
た

も
の

で
あ

る
と

き
は

被
害

届
の

届
出

義
務

が
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
、

別
紙

２
の

被
保

険
者

へ
の

説
明

用
資

料
を

活
用

す
る

な
ど

、
周

知
・

広
報

に
努

め
て

く

だ
さ

い
。

ま
た

、
小

冊
子

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
活

用
し

、
第

三
者

行
為

求
償

の
届

出

義
務

の
内

容
及

び
届

出
先

等
を

掲
載

し
て

い
た

だ
く

と
と

も
に

、
被

害
届

と
合

わ
せ

て

関
係

書
類

（
事

故
状

況
報

告
書

等
）

が
必

要
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

丁
寧

に
お

知
ら

せ

し
、

各
様

式
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
き

る
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

介
護

給
付

費

通
知

等
の

被
保

険
者

向
け

に
送

付
す

る
文

書
や

広
報

紙
等

の
多

様
な

媒
体

を
複

合
的

に

活
用

し
て

、
被

害
届

の
届

出
義

務
等

が
浸

透
す

る
よ

う
周

知
・

広
報

の
取

組
を

推
進

し

て
く

だ
さ

い
。

 

 

（
２

）
第

三
者

行
為

に
よ

る
被

害
に

係
る

求
償

事
務

に
係

る
財

政
支

援
に

つ
い

て
 

 
 

 
適

正
化

事
業

の
中

の
給

付
費

通
知

に
つ

い
て

、
例

え
ば

圧
着

は
が

き
の

１
面

に
第

三

者
行

為
求

償
に

関
す

る
広

報
を

記
載

す
る

場
合

に
要

す
る

印
刷

代
、
そ

の
他

の
広

報
（

チ

ラ
シ

作
成

等
）

等
も

既
存

の
適

正
化

事
業

に
係

る
国

庫
補

助
の

対
象

と
な

り
得

ま
す

。
 

権
を
行

使
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
第
三

者
行

為
に

よ
る

被
害

に
係

る
求
償

事
務

の
推

進
に

当
た

っ
て

は
、
ま

ず
は
、
そ

の
契
機

と
な

る
被

害
届

の
確

実
な

届

出
を
促

す
こ

と
が

重
要

で
す

。
 

 

（
２
）
主
治

医
意

見
書

に
つ

い
て

 

 
 

 
「
「
要

介
護

認
定

に
お

け
る
「

認
定

調
査

票
記
入
の
手

引
き

」
、「

主
治
医

意
見

書
記

入

の
手

引
き

」
及

び
「

特
定

疾
病

に
か

か
る

診
断

基
準

」
に

つ
い

て
」

の
一

部
改

正
に
つ

い
て
」（

平
成

2
8
 
年

３
月

３
１

日
老

老
発

0
3
3
1
第
１
号

）
に

よ
り

、
要

介
護

認
定

に
係

る
主

治
医

意
見

書
の

特
記

事
項

欄
に

事
故

の
場

合
は

、
例

え
ば

「
第

三
者

行
為

」
と
い

っ
た

旨
の

記
載

が
行

わ
れ

る
よ

う
協

力
を

求
め

て
い

ま
す

。
こ

う
し

た
記

載
を

端
緒
し

て
第

三
者

行
為

が
疑

わ
れ

る
被

保
険

者
に

対
し

て
は

、
被

害
届

の
届

出
を

促
す

こ
と
が

重
要
で

す
。

 

 （
３
）
国
保

連
合

会
シ

ス
テ

ム
の

改
修

に
つ

い
て

 

 
 
 
国
民

健
康

保
険

団
体

連
合

会
（

以
下
「

連
合

会
」
と
い

う
。
）
が
運

用
す

る
電

算
処

理

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

は
、

医
療

レ
セ

プ
ト

か
ら

第
三

者
行

為
の

被
害

に
係

る
保

険
給
付

を
受

け
た

被
保

険
者

リ
ス

ト
を

作
成

す
る

機
能

を
有

し
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
に

よ
っ
て

作
成

さ
れ

る
当

該
被

保
険

者
リ

ス
ト

は
、

求
償

事
務

を
適

正
に

執
行

す
る

上
で

効
果
的

で
す

。
こ

の
た

め
、

医
療

保
険

側
で

把
握

し
て

い
る

第
三

者
行

為
求

償
の

対
象

者
に
係

る
情
報

を
介

護
保

険
部

局
で

も
把

握
出

来
る

よ
う
平
成

2
8
年
度

に
国

保
連

合
会

シ
ス

テ

ム
を
改

修
し

、
平

成
2
9
年

度
末

を
目

途
に

順
次
運
用
を
開

始
す

る
予

定
で

す
。

今
後

、

連
合

会
に

お
か

れ
て

は
、

保
険

者
か

ら
の

委
託

を
受

け
た

場
合

に
は

、
第

三
者

行
為
の

被
害

に
係

る
保

険
給

付
を

受
け

た
被

保
険

者
リ

ス
ト

を
作

成
す

る
な

ど
必

要
な

支
援
に

努
め

、
ま

た
、

保
険

者
は

当
該

リ
ス

ト
を

活
用

し
て

、
第

１
号

被
保

険
者

に
対

し
、
被

害
届
の

届
出

の
勧

奨
業

務
を

行
え

る
よ

う
体

制
の
整
備
を
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
 

 

（
４
）
そ
の

他
 

 
 

 
そ

の
他

、
第

三
者

求
償

事
案

発
見

に
つ

い
て

は
、

日
頃

か
ら

国
保

保
険

者
や

後
期

高

齢
者

医
療

広
域

連
合

な
ど

の
医

療
保

険
者

と
情

報
連

携
に

努
め

る
と

と
も

に
、

損
害
保

険
会

社
等

か
ら

の
通

知
や

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
(
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

)
、

認
定

調
査

員

等
か

ら
の

連
絡

や
、

新
聞

・
テ

レ
ビ

等
の

報
道

機
関

の
交

通
事

故
の

報
道

お
よ

び
住
民

か
ら

の
情

報
に

留
意

し
、

第
三

者
行

為
に

よ
る

被
害

の
発

見
や

把
握

に
向

け
た

取
組
を

推
進
し

て
く

だ
さ

い
。

 

 第
３
 

連
合

会
へ

の
求

償
事

務
の

委
託

に
つ

い
て
 

 
 
 
保
険

者
は

、
介

護
保

険
法

第
2
1
条

第
３

項
の
規
定
に

よ
り

、
代
位

取
得

し
た

損
害

賠
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第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
 

保
険

者
名

 ふ
り

が
な

氏
 名

 ふ
り

が
な

氏
 名

　
T

E
L

　
備

　
考

 ふ
り

が
な

氏
 名

　
T

E
L

　
事

故
発

生
日

時

　
事

故
発

生
場

所

　
保

険
会

社
名

 ふ
り

が
な

氏
 名

　
登

録
番

号

　
車

台
番

号

自
賠

責
番

号

　
保

険
会

社
名

　
T

E
L

 ふ
り

が
な

  
E
-
m

ai
l

氏
 名

 ふ
り

が
な

氏
 名

契
約

番
号

　
任

意
対

人
一

括
の

有
無

 保
険

会
社

名
・担

当
者

名
　

T
E
L

 〒

（
自

賠
責

共
済

、
任

意
共

済
の

場
合

に
は

、
自

賠
責

保
険

、
任

意
保

険
の

各
欄

に
「
保

険
」を

「
共

済
」
と

読
み

替
え

て
そ

の
内

容
を

記
載

し
て

下
さ

い
。

）

入
院

の
有

無
有

 /
 無

( 受 診 者 )

被 害 者
 〒

　

 〒
　

　

保
険

期
間

　
保

険
期

間
　

/
 契

約
番

号

有
  

/
  

無

 〒

　

保
険

期
間 　

　
　

年
　

　
 月

　
　

 日
　

　
～

　
　

　
　

　
年

　
　

 月
　

　
 日

　
担

当
者

名
 /

 E
-
m

ai
l

　
保

険
契

約
者

名

　
住

　
　

　
所

 〒

　
保

険
期

間
 /

 自
賠

責
番

号

　
取

扱
店

所
在

地
 /

 電
話

 (
　

　
　

　
)

　
保

険
契

約
者

名

　
住

所
 /

 電
話

 (
　

　
　

　
)

男
性

 /
 女

性
　

歳
　

( 第 三 者 )

加 害 者

　
氏

名
 /

 性
別

 /
 年

齢

　
住

所
 /

 電
話

 (
　

　
　

　
)

　
印

　
歳

届
出

者
と

の
関

係

　
続

柄
 /

 生
年

月
日

　
　

　
　

　
年

　
 　

月
　

 　
日

　
　

男
性

 /
 女

性

届 出 者 ・ 届 出 先

被
保

険
者

証
記

号
番

号

内
　

　
　

　
　

　
　

容

　
保

険
者

の
住

所
(届

出
先

）
 〒

　

　
被

保
険

者
氏

名
　

※
国

民
健

康
保

険
の

場
合

は
世

帯
主

氏
名

　　

本本
件件

はは
、、

労労
災災

保保
険険

のの
給給

付付
対対

象象
とと

なな
るる

業業
務務

上上
又又

はは
通通

勤勤
にに

よよ
るる

交交
通通

事事
故故

でで
はは

ああ
りり

まま
せせ

んん
。。

（
注

）
保

険
会

社
の

関
与

が
「有

」の
場

合
に

は
、

有
無

の
欄

の
右

の
欄

に
当

該
保

険
会

社
名

、
電

話
番

号
、

担
当

者
名

を
記

入
し

て
下

さ
い

。

治 療 状 況

治
療

開
始

日
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

年
　

　
　

　
月

　
　

　
　

日
 診

療
機

関
名

 /
 治

療
開

始
日

 /
 電

話
 診

療
機

関
名

 〒

　
T

E
L
　

　
　

　
　

　
　

（
　

　
　

　
　

　
）

　
氏

名
 /

 性
別

 /
 年

齢

 所
　

在
　

地

 被
害

者
加

入
の

保
険

会
社

関
与

の
有

無
(注

)

　
T

E
L
　

　
　

　
　

　
　

（
　

　
　

　
　

　
）

 所
　

在
　

地
入

院
の

有
無

有
 /

 無

　
　

　
　

　
　

第
三

者
行

為
に

よ
る

傷
病

届
項

　
　

　
　

　
　

目

　
被

保
険

者
証

記
号

番
号

 /
 保

険
者

名

　
　

　
年

　
　

 月
　

　
 日

　
　

～
　

　
　

　
　

年
　

　
 月

　
　

 日

自 賠 責 保 険 （ 加 害 者 ）

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

　
　

　
午

前
 /

 午
後

　
　

　
　

　
時

　
　

　
　

分
頃

 診
療

機
関

名
 /

 治
療

開
始

日
 /

 電
話

 診
療

機
関

名
治

療
開

始
日

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
年

　
　

　
　

月
　

　
　

　
日

事 故 発 生 任 意 保 険 （ 加 害 者 ）

有
 /

 無

 (
　

　
　

　
)

（
参
考
）
医
療
保
険
に
お
け
る
提
出
書
類
記
載
例

 

 
（
保
険
者
名
※
を
記
載
く
だ
さ
い
）
 

御
中
 

※
 

○
○
市

区
町
村

 
○
○

介
護
保

険
広

域
連

合
 

 

同
 

意
 

書
 

  
私
が
加
害
者
（
 
 
 
 
 
 
 
 
）
に
対
し
て
有
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
法
令

（
注

1）
に
よ
り
、

保
険
者
が
保
険
給
付
の
限
度
に
お
い
て
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
 
つ
き
ま
し
て
は
、
保
険
者

（
注

2）
が
損
害
賠
償
額
の
支
払
の
請
求
を
加
害
者
の
加
入
す
る
損
害
保
険
会
社

等
に

行
う

際
、
請

求
書
一

式
に

当
該
保

険
給
付

に
係
る

介
護

給
付
費

請
求
書

の
写
し

を
添

付
す
る

こ
と
に

同
意
し
ま
す
。

 
 

な
お
、

私
が
損

害
保
険

会
社

等
へ
自

動
車
損

害
賠
償

責
任

保
険
へ

の
請
求

を
し
、

保
険

金
等
を

受
領
し

た
と

き
は

、
保
険

者
は
受

領
金

額
並
び

に
そ
の

内
訳
等

の
各

種
情
報

に
つ
い

て
照
会

を
行

い
、
損

害
保
険

会
社

等
か

ら
そ
の

照
会
内

容
に

つ
い
て

情
報
提

供
を
受

け
る

こ
と
、

保
険
者

が
介
護

事
業

者
に
対

し
て
事

故
に

よ
る

介
護
サ

ー
ビ
ス

に
関

す
る
内

容
の
照

会
を
行

い
、

介
護
事

業
者
か

ら
情
報

提
供

を
受
け

る
こ
と

に
同
意
し
ま
す
。

 
 
あ
わ
せ
て
、
次
の
事
項
を
守
る
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

 
 １

 
加
害

者
（
保

険
会
社

・
共

済
団
体

）
と
示

談
を
行

お
う

と
す
る

場
合
は

必
ず
事

前
に

そ
の
内

容
を
申

し
出
る
こ
と
。

 
２
 
加
害
者
（
保
険
会
社
・
共
済
団
体
）
に
白
紙
委
任
状
を
渡
さ
な
い
こ
と
。

 
３

 
加
害

者
（
保

険
会
社

・
共

済
団
体

）
か
ら

金
品
を

受
け

た
と
き

は
、
受

領
日
、

内
容

、
金
額

を
も
れ

な
く
、
す
み
や
か
に
届
出
る
こ
と
。

 
 

 
平
成
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

 
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
届
出
者
（
被
保
険
者
）

 
住
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
氏
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 
  （
注

1）
根
拠
法
令
は
介
護
保
険
法
第

21
条
第
１
項

 
（
注

2）
介
護
保
険
法
第

21
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
金
の
徴
収
ま
た
は
収
納
の
事
務
を

委
託
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
を
含
み
ま
す
。

 
 

 

別
紙
１
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交
通
事
故
証
明
書
 

 

　
甲
　
･
　
乙
　

・
　
　
　
　
　
　

　
　
と
の
続
柄

　
本
人
　
・
　

代
理
人
 

　
　
　

  

　
な

お
、
こ
の
証
明
は

損
害
の
種
別
と

そ
の
程
度
、
事
故

の
原
因
、
過
失

の
有
無
と
そ
の

程
度
を
明
ら

か
に

す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
Ｘ
　
Ｘ

 
県
 
事

 
務
 
所

 
長

※ 　 　 申 請 者

交
 
通

 
事

 
故

 
証

 
明

 
書

住
所

氏
名

様

事
故

照
会

　
　
　
署

第
　
 
 
 
 
　

号
番
 
　
号

発
生

日
時

　
平
成

 
　
　
 
年
　
　

 
月
　
　
 
日
　

　
　
　
　
 
　
 
時

 
 
　
　
 
分
こ

ろ

発
生

場
所

住
 
所

備
　
　
　
考

（
℡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

）

ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ

氏
 
名

生
　
年

　
　

 
 
 
 

 
年

 
　
 
 

 
月

 
　
 
 

 
日

　
　

（
　
　
　
歳
）

　
 
甲

・
乙

以
外

の
当

事
者

月
　
日

甲
車
 
種

車
　
両

　
 
有

（
別

紙
の

と
お

り
）

番
　
号

自
賠

責
証
明

書

保
険
関

係
番
　

号

事
故
時
の

状
　
態

 
運
転

・
同
乗
（
運
転

者
氏
名
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
）
・
歩

行
・
そ
の
他

住
 
所

（
℡

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

）

ﾌ
ﾘ
ｶ
ﾞ
ﾅ

氏
 
名

生
　
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
年

 
　
 
 
 
月

 
　
 
 
 
日

 
 
　

（
　
　
歳
）

月
　
日

乙
車
 
種

車
　
両

番
　
号

自
賠

責
証
明

書

保
険
関

係
番
　

号

事
故
時
の

状
　
態

  
運
転

・
同
乗
（
運
転

者
氏
名
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
）
・
歩

行
・
そ
の
他

事
故

類
型

人 対 車 両

正 面 衝 突

側 面 衝 突

衝   突

出 合 い 頭

路 外 逸 脱

衝 　 　 突

そ の 他

踏 　 　 切

車
　
 
両
　
 
相

 
　
互

車
　
両
　

単
　
独

接 　 　 触

追 　 　 突

・ 調 査 中

不 　 　 明

上
記

の
事

項
を

確
認

し
た

こ
と

を
証

明
し

ま
す

。

平
成

 
　

 
年

 
　

 
月

 
　

　
日

自
 
動

 
車

 
安

 
全

 
運

 
転

 
セ

 
ン

 
タ

 
ー

証
　
明
　

番
　
号

照
合
記
録
簿

の
種
別

人
身
事
故

そ の 他

転 　 　 倒

11

印印

事
故

発
生

状
況

報
告

書
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第
三

者
行

為
（

交
通

事
故

等
）
で

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

時

は
市

区
町

村
へ

届
出

が
必

要
と

な
り

ま
し

た
 

 ○
 

介
護
保

険
の
被
保

険
者

の
方

は
、
交
通

事
故

な
ど

の
第
三
者

行
為

に
よ

っ

て
状

態
が
悪

化
し
た
場

合
で

も
介

護
保
険
サ

ー
ビ

ス
を

受
け
る
こ

と
が

出
来

ま
す

。
 

 ○
 

た
だ
し

、
介
護
保

険
サ

ー
ビ

ス
の
提
供

に
か

か
っ

た
費
用
は

加
害

者
が

負

担
す

る
の
が

原
則
で
す

の
で

、
市

区
町
村
が

一
時

的
に

立
て
替
え

た
あ

と
で

加
害

者
へ
請

求
す
る
こ

と
に

な
り

ま
す
。
 

 ○
 

市
区
町

村
が
支
払

っ
た

介
護

給
付
が
第

三
者

行
為

に
よ
る
も

の
か

を
把

握

す
る

必
要
が

あ
る
た
め

、
平

成
２

８
年
４
月

１
日

か
ら

、
介
護
保

険
の

第
１

号
被

保
険
者

の
方
が
、

交
通

事
故

等
の
第
三

者
行

為
を

起
因
と
し

て
介

護
保

険
サ

ー
ビ
ス

を
受
け
た

場
合

は
、

届
出
が
必

要
と

な
り

ま
し
た
。

 

 ○
 

交
通
事

故
等
に
よ

り
要

介
護

等
状
態
に

な
っ

た
場

合
や
、
状

態
が

悪
化

し

た
場

合
は
、

お
住
ま
い

の
市

区
町

村
の
介
護

保
険

部
局

の
窓
口
へ

届
出

を
お

願
い

し
ま
す

。
 

 

別
紙
２

 

交
通
事
故
証
明
書
入
手
不
能
理
由
書
 

 

住
所

氏
名

生
年
月
日

車
種

車
両
番
号

自
賠
責
保

険
契
約
先

自
賠
責
証
明
書

番
号

事
故
時

の
状
態

住
所

氏
名

生
年
月
日

車
種

車
両
番
号

自
賠
責
保

険
契
約
先

自
賠
責
証
明
書

番
号

事
故
時

の
状
態

住
所

氏
名

車
両
番
号

自
賠
責
保

険
契
約
先

自
賠
責
証
明
書

番
号

上
記
理
由
に
よ
り
交
通
事
故
証
明
書
は
取
得
で
き
ま
せ
ん
が
事
故
の
事
実
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

（
甲
）

氏
名

印
電
話
（
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
-

上
記
事
故
を
目
撃
し
ま
し
た
。

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

目
撃
者

氏
名

印
電
話
（
　
　
）
　
　
　
　
　
　
-

被 害 者 （ 乙 ）

住
所

住
所

甲
・
乙

以
外
の

当
事
者

交
通
事
故
証
明
書
を

入
手
で
き
な
い
理
由

交
通
事
故
証
明
書
入
手
不
能
理
由
書

発
生
日
時

発
生
場
所

加 害 者 （ 甲 ）
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１１． �地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律

の一部の施行に伴う関係政令の整備に関する政令の施行について
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１２． 「介護認定審査会の運営について」 の一部改正について
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令和

Ⅲ　介護保険主治医意見書用問診票 （旭川市における使用例）

214



【３】体の動きはいかがですか？ 

 

□交通機関などを使ったり、隣近所を散歩した

りして一人で外出できる。（J） 

□一人で外出することはないが、家の中では自

分の事は自分でできる。（A1） 

□ほとんど外出がなく、家の中では横になってい

ることが多い。（A2） 

□ほとんど歩けないため車いすが必要な生活で

ある（B） 

□一日中ベッド上の生活である。（C） 

 

 

 

【４】もの忘れはどうですか？ 

 

□多少のもの忘れなどはあるが、一人で生活す

るのに支障はない。（Ⅰ） 

□知っている場所でもときどき道に迷ったり、買い

物した時おつりを間違えたりすることがある。

（Ⅱａ） 

□電話や来客の対応が難しく、一人での留守

番が難しくなってきた。（Ⅱｂ） 

□トイレ・着替え・食事などの方法がわからなくな

ることがある。（Ⅲ） 

□会話が噛み合わなかったり，伝えたいことが伝

わらなかったりすることが多くなってきた。（Ⅳ） 

 

 

 

【５】理解や記憶についてお聞きします。 

 

 ①５分前のことを思い出すことができますか？ 

□はい        □いいえ 

 ②物事を自分で判断することができますか？ 

□できる       □簡単なことはできる 

□ほとんどできない 

 

 

【６】以下のような行動・症状はありませんか？ 

   当てはまるものすべてにチェックしてください 

 

□実際にはいない人などが見える。  

□実際にはいない人の声や物音が聞こえる。 

□金品をよく盗まれると感じる。 

□昼間寝て、夜間起きる。 

□以前より怒りっぽくなったと感じる。 

□ガスの消し忘れや、鍋をこがすことがある。 

□薬を飲み忘れることが増えてきた。 

□今日が何月何日かわからなくなることがある。 

□季節に合わない服を選んでしまうことがある。 

 

 

 

【７】普段の生活についてお聞きします。 

 

 ①屋外での歩行はできますか？ 

  □一人でできる    □助けがあればできる 

  □していない 

 ②杖・シルバーカー・装具などは使用していま

すか？ 

  □用いていない   □屋外で使用している 

  □屋内で使用している 

 ③食事は一人で食べられますか？ 

  □自分で食べることができる。 

  □全面的に食べさせてもらう、または胃ろうな

どで口から食事はしていない。 

 ④体は一人で洗えますか？ 

  □洗えている   □背中は人に洗ってもらう 

  □全て人に洗ってもらう  □入浴していない 

 ⑤着替えは一人でできますか？ 

  □できる。 

  □できるが時間がかかる。 

  □人に手伝ってもらわないとできない。 

  □全面的に着替えさせてもらう。 
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